
スーパーグローバル大学創成支援事業

A DECADE OF PROGRESS



法政大学は、2023年までの10年間をかけて、

「世界に開かれた大学」「市民に開かれた大学」「多様な知に開かれた大学」をグローバルポリシーの基本理念に据え、

以下の目標を掲げ、スーパーグローバル大学創成支援事業を取り組んで参りました。

これらの目標のために総長を本部長とする「グローバル戦略本部」を設置し、

全学が一体となってグローバル化を推進してきた10年間の取組と結果を紹介します。

スーパーグローバル大学創成支援事業

世界のどこでも生き抜く力をもったグローバル人材の育成

留学生の受入れと派遣の拡大によるキャンパスのグローバル化の実現

教育・研究体制の高度化・グローバル化の推進

卒業生、高校など社会との様々なグローバルネットワークの構築

目 標
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SGU構想の名称

課題解決先進国日本からサステイナブル社会を構想するグローバル大学の創成

SGUの取組を通じて目指す大学の将来像

本学の構想の中心である「サステイナブル社会」は、多くの課題を先行的に体験してきた日本であるからこそ、真摯な研究と
教育の対象になり得ている。世界的な規模で多様な研究を本学に集結させ、自然環境のみならず、高度な教育を通じた安定
的な就業による社会の持続可能性や、長い歴史と多様な展開をしてきた文化の持続可能性を含め、日本だからこそなし得る「日
本発」のサステイナブル教育の確立と発信を通じて、我が国社会のグローバル化を牽引する大学を目指す。

SGU構想の概要

■ 世界のどこでも生き抜く力を備えたフロントランナーを育成する
■「サステイナブル社会」を構築する人材の集積とグローバル社会への発信力を強化する
■ サステイナブルなグローバル社会の基礎作りに向けた中等教育機関を支援する
■ サステイナブルなグローバル社会の構築を担う社会人の学びなおしを推進する
■ グローバル社会の変化に迅速に対応・意思決定できる体制を構築する

法政大学SGU構想概念図

課題解決先進国日本からサステイナブル社会を構想するグローバル大学へ

「自由と進歩」の精神でなにごとにも絶
えず挑戦し、新しい伝統を創造し続ける

自立的で人間力豊かなリーダー育成、
最先端を行く高度な研究を推進する

教育と研究を社会に還元、持続可能
な地球社会の構築に貢献する

大学理念

「世界のどこでも生き
抜く力」を備えたフ
ロントランナーを育成
する教育プログラム

サステイナブルな
グローバル社会の
構築を担う社会人
の学びなおし

サステイナブルな
グローバル社会の
基礎作りに向けた
中等教育支援

「サステイナブル社会」
を構築する人材の集
積とグローバル社会
への発信力の強化

グローバルな社会
の変化に迅速に対
応し意思決定がで
きる体制の構築

法政大学の取り組み

大規模私大
グローバル化モデル

サステイナブル
社会

課題解決型
フィールドワーク

世界のどこでも
生き抜く力

学生協働の
グローバル展開

5つのキーワード

世界は持続可能な社会モデルを模索しており、先行するモデルとしてのわが国の課題解決研究は世界から注目されています。
法政大学では「サステイナブル社会」研究に資源を集中させ、TOP GLOBAL UNIVERSITYをめざす。

産業構造の転換　　エネルギー・公害問題への挑戦
健康・医療、予防福祉の発展

社会システムの革新による雇用創出

世界各国のポスト工業国化
地球規模の環境問題

少子高齢化　　世代間格差・雇用問題 etc

日本の知見を世界へ　人間力豊かなグローバルリーダーを育成
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日本人学生に占める
留学経験者数

平成30年度（2018）実績

1,057人
P5

全学生に占める
外国人留学生数

令和4年度（2022）実績

1,459人
P5

学部生のグローバル・
アクティビティ体験率

令和5年度（2023）実績

100%
P6

外国語力基準を満たす
学生数

令和4年度（2022）実績

12,474人
P6

外国語による
授業科目数

令和4年度（2022）実績

809科目
P7

外国語のみで卒業できる
学部・コースの数

令和5年度（2023）

1学部 5コース
P7

ナンバリング
実施状況

令和5年度（2023）実績

100%
P9

シラバスの
英語化の状況

令和5年度（2023）実績

100%
P10

上記実績は、スーパーグローバル大学創成事業の定義に基づき計上されています。そのため、大学案内等の数字と一部異なる場合があります。
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スーパーグローバル大学創成支援事業シンポジウムの実績について

2023年10月22日開催

グローバル人材を超えて
スーパーグローバル大学創成支援事業の終了を迎える今、世界から求められる人材について議論を深め、SGUの成果を発信する
ことを目的に開催しました。

2019年3月1日開催

SDGsと大学教育
プログラム前半では、国連、産業界、大学など、そ
れぞれ異なる立場から「SDGsと大学教育」という視
点に軸を置き、事例等の紹介を行いました。後半に
は各パネリストから紹介のあった事例等を踏まえ、
SDGsの意義や問題点、SDGsの観点から大学教育
に期待されることについてディスカッションを行いま
した。

2017年12月2日開催

大学の持続可能な成長は可能か？
持続可能社会の構築はいま多くの大学・研究機関の
課題・使命となっていますが、その担い手たる大学・
大学教職員が、専門職としての持続可能性を脅かさ
れかねない状況が世界的に広がっています。日本以
上に厳しい現実に直面してきたイギリスの経験に学び
ながら、持続可能な大学・教職員の成長と学習のあ
り方について議論を深めました。

2017年3月17日開催

持続可能な地球社会の構築に貢献する人材育成
プログラムの前半では、現在開発が進むベトナムが抱
える課題と日越大学間の協働可能性を議論しました。
後半では、世界規模で事業展開する企業が求めるグ
ローバル人材像の紹介を受けて、本学の英語学位プ
ログラムや企業が目指すサステイナブル社会を担う人
材育成の実際と展望をめぐって、意見交換を行いま
した。

2020年3月9日開催

SDGs時代のグローカル人材
「SDGs時代のグローカル人材　SGUとSDGsの融合
に向けて」をテーマに、「SDGs時代のグローカル人
材」、「グローバル化を目指す大学がSDGsとどう向
き合っていくか」について議論を深めました。
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日本人学生に占める留学経験者数01

全学生に占める外国人留学生数02

平成25年度（2013）に比べコロナ禍前の平成30年度（2018）は5割増。
留学希望者全員が留学できる環境整備。 ※一部条件あり

平成25年度（2013）
実績

775人 1,057人

平成30年度（2018）
実績

◆学部独自の留学（SA）・
海外研修制度

◆派遣留学制度
（協定校留学）

◆認定海外留学制度

◆短期語学研修制度

◆国際ボランティア・
国際インターンシップ
プログラム

◆国際キャリア支援
プログラム

◆ファースト・チャレンジ
奨励金

PROGRAMS

令和4年度（2022）
実績

467人

●70～100万円奨学金
●派遣先の授業料は全額免除

平成25年度（2013）に比べ倍増。
◆交換留学生受け入れプログラム
（ESOP）
本学の海外協定大学から交換留学
生及び短期私費留学生を広く受け
入れるために開設された講座です。
本学学生も受講でき、多くの学部
で単位認定もされています。

◆英語学位プログラム
全ての授業を英語で行う英語学位
プログラムを開設しています。

◆HUBs（交換留学生サポーター）
来日して間もない交換留学生とバ
ディを組み、様々なサポートを行
う活動です。

TOPICS

平成25年度（2013）
実績

669人 1,403人

平成30年度（2018）
実績

令和4年度（2022）
実績

1,459人

※コロナ禍から回復途上
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03 学部生のグローバル・アクティビティ体験率

04 外国語力基準を満たす学生数

グローバルアクティビティ（学生の興味、関心を世
界に向ける取組）100％達成済み。

平成25年度（2013）
実績

29.2% 46.0%

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

100%

法政大学が定める外国語力基
準を満たす学生数は、平成25
年度（2013）に比べ5.6倍。

平成25年度（2013）
実績

2,217人 6,723人

平成30年度（2018）
実績

令和4年度（2022）
実績

12,474人 経営学部　経営戦略学科
Aさん
基礎的な英語力はあるので、
経営戦略を専門に学ぶとと
もに、高度な英語力を身に
着け、国際機関で働きたい。

事例イメージ

海外
大学院

国際機関へ
就職・活躍

1年次 ERP（英語強化プログラム）で
語学力を強化

2年次 英語による授業で
語学力と異文化理解力を養成

3年次 学際知識を修得
海外留学でさらにスキルアップ

4年次 専門知識を修得
グローバル社会で生きる力を修得

1

2

3

4
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外国語による授業科目数05

外国語のみで卒業できる学部・コースの数06

語学の授業を除き、外国語で実施される授業を多数用意しています。

15学部14研究科2専門職大学院の教育課程の特徴や市ヶ谷、多
摩、小金井に3つの個性的なキャンパス立地を最大限に活かし、
特色のある英語による学位コースを提供している。

平成25年度（2013）
実績

541科目 734科目

平成30年度（2018）
実績

令和4年度（2022）
実績

809科目

①全ての授業が英語で実施
②充実した日本語学習環境
③少人数制授業

FEATURES

平成25年度（2013）

1学部 619人
244人

令和5年度（2023）

1学部  3学部コース・2大学院コース
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07 TOEFL等外部試験の学部入試への活用

08教職員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した割合

対象定員数は、平成25年度に比べ2.2倍。

平成25年度（2013）
実績

845人 1,653人

平成30年度（2018）
実績

令和4年度（2022）
実績

1,872人

平成25年度（2013）に比べ3割増。
ダイバーシティを一層推し進め、性別、国籍、年
齢などにかかわらず、教職員の活躍の場が広がり、
それぞれの能力が飛躍する大学を実現。

平成25年度（2013）
実績

315人（23％） 385人（28％）

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

413人（29％）
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事務職員の高度化への取組09

ナンバリング実施状況・割合10

外国語力基準を満たす事務職員数は、平成25年度に比べ2.5倍。

平成25年度（2013）
実績

67人 127人

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

167人

海外大学の連携及び教育課程の体系の明示化のためのナンバリング100％達成済み。

平成25年度（2013）
実績

130科目（2.3％） 6,507科目（100％）

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

6,505科目（100％）

外国語力基準

◆TOEIC®のスコア730以上 ◆ドイツ語技能検定2級以上
◆韓国語能力試験2級以上 ◆実用フランス語技能検定2級以上
◆実用英語技能検定2級以上 ◆中国語検定2級以上
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11 シラバスの英語化の状況・割合

12 教員に占める女性の比率

平成25年度に比べ14倍。100％達成済み。

平成25年度（2013）
実績

959科目 1,713科目

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

13,981科目

平成25年度（2013）に比べ35％増。「男女共同
参画」の実現は「ダイバーシティ推進」の目標に
近づくために不可欠であり、最終的には大学の全
ての構成員にとって、活気に満ちた、革新的で、
生命力あふれる教育・研究・就業の場を作る。

平成25年度（2013）
実績

136人（18.2％） 159人（21.2％）

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

184人（23.9％）
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13 職員に占める女性の比率

14 年俸制の導入

平成25年度に比べ45人増。「男女共同参画」の実現は「ダイバーシティ推進」の目標に
近づくために不可欠であり、最終的には大学の全ての構成員にとって、活気に満ちた、革
新的で、生命力あふれる教育・研究・就業の場を作る。

平成25年度（2013）
実績

332人（57％） 359人（58％）

平成30年度（2018）
実績

令和5年度（2023）
実績

377人（58％）

平成25年度に比べ年俸制適用者、12倍へ。

平成25年度（2013）
実績

6人 3人

平成30年度（2018）
実績

令和4年度（2022）
実績

73人
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法政大学のグローバル化はこれからも続いていきます。
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